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広野ゆうじの

　

令
和
８
年
（
２
０
２
６
年
）
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
健
や

か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
世
界
に
お
い
て
は
、
地
球

温
暖
化
問
題
の
継
続
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
の
更
な
る
進
化
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
自
国
第
一
主
義
の
台
頭
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
の
終
焉
へ
の
動
き
等
が

あ
り
、
国
内
で
は
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
、
高
市
政
権
の
誕
生
、
イ

ン
フ
レ
に
よ
る
物
価
高
や
人
件
費
の

高
騰
、
人
手
不
足
等
様
々
な
問
題
を

抱
え
な
が
ら
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

た
っ
た
、
１
日
で
年
が
変
わ
る
だ
け

な
の
で
す
が
、
何
故
か
、
新
た
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

様
々
な
問
題
、
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
１
日
を

大
切
に
し
、
１
年
先
、
５
年
先
、
10
年
、

50
年
、
百
年
先
を
思
い
描
き
、
一
歩
一

歩
し
っ
か
り
と
進
ん
で
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　

今
年
一
年
の
、
皆
様
の
御
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　令和7年度12月　一般会計補正予算

327億2,799万円（補正額　　5億6,981万円増）
　　　　　　　　　（対前年度　42億2,153万円減）

除雪総務管理事業　1億7,737万円（補正後　2億5,069万円）
雲南市神楽の宿屋根改修事業　4,606万円　

（債務負担行為補正　令和7年～令和8年）
原子力災害対策事業　814万円（補正後　4,614万円）

　（Jアラート新型受信機等の更新等）

広野ゆうじの

一 般 質 問

一般質問
アーカイブ

　
　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
へ
出
荷
さ
れ
た
雲

南
市
の
令
和
７
年
産
米
の
検
査
数
量

は
、
前
年
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、

品
種
別
の
割
合
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

微
減
で
３
３
・
６
％
、
き
ぬ
む
す
め

４
７
・
８
％
、
つ
や
姫
１
５
・
４
％
と

微
増
で
あ
っ
た
。
又
、
一
等
米
比
率

は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
３
４
・
２
％
に
低

下
、
き
ぬ
む
す
め
と
つ
や
姫
が
82
％

～
95
％
と
な
っ
て
い
る
。
概
算
金
に

つ
い
て
も
、
こ
の
３
品
種
を
比
べ
て
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
優
位
性
が
な
く
な
っ

て
い
る
と
思
う
。
品
種
選
択
へ
の
力

強
い
政
策
誘
導
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

　
　

栽
培
ご
よ
み
等
に
よ
り
、
稲
作

農
家
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
島
根

問答

令
和
７
年
産
の

稲
作
の
状
況
に
つ
い
て

質 問
1

　

令
和
７
年
12
月
定
例
会
が
12
月
４

日
か
ら
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
条
例
そ
の
他
20
件
、
予
算

11
件
、
同
意
５
件
、
報
告
３
件
が
上

程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案

通
り
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

又
、
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
期
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
調
査
特
別
委
員
会
も
設
置
さ

れ
、
私
も
委
員
と
し
て
、
こ
の
重
要

課
題
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
　
　
「
政
府
に
所
得
補
償
（
直
接
支

払
い
）
制
度
の
実
現
を
求
め
る
請
願

書
」
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
の
趣
旨
に
は
、「
生
産
コ

ス
ト
上
昇
を
販
売
コ
ス
ト
に
転
嫁
で

き
な
い
こ
と
に
よ
り
営
農
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
事
」「
気
候
危
機
に
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
耕
畜
種
が
打
撃
を
受
け
た

た
め
、
そ
の
土
台
作
り
の
必
要
性
」

「
農
政
に
よ
り
、
安
心
し
た
米
作
り
に

専
念
で
き
な
い
点
」「
米
の
価
格
高

騰
に
対
し
て
安
定
し
た
米
価
の
必
要

性
」
の
４
点
が
訴
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
の
様
な
資
本
主
義
社
会
の

中
で
は
、
農
畜
産
物
価
格
は
、
市
場

価
格
を
基
本
と
す
べ
き
事
、
そ
れ
ぞ

れ
の
農
畜
産
物
に

よ
り
、
そ
の
土
台

や
状
況
が
異
な
る

事
、
所
得
補
償
に

よ
る
米
価
の
安
定

は
考
え
に
く
い
事
、

又
、
現
在
、
特
に

中
山
間
地
農
業
は
、

請
願

委
員
長
　
佐
藤
　
隆
司

副
委
員
長
　
中
林
　
　
孝

委
　
　
員
　
原
　
　
良
太

吾
郷
　
希
穂

石
原
　
　
忍

廣
野
　
祐
二

多
賀
　
法
華

上
代
　
和
美

原
　
　
祐
二

次期一般廃棄物処理施設整備
調査特別委員会（９人）
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請
願
１
件
提
出
さ
れ
、 

　
　

 

賛
成
少
数
で
不
採
択 

そ
の
構
造
改
革
が
必
要
で
、
そ
れ
を

ふ
ま
え
た
上
で
、
何
ら
か
の
支
援
が

必
要
と
の
趣
旨
で
、
反
対
意
見
を
述

べ
、
結
果
、
賛
成
３
反
対
14
で
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

　

農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

政
府
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
７
年

令
和
７
年
1212
月
定
例
会
開
会

月
定
例
会
開
会

中山間地農業への支援が必要

令
和
８
年
の

令
和
８
年
の

　

ス
タ
ー
ト
で
す

　

ス
タ
ー
ト
で
す



県
が
示
し
て
い
る
米
10
ア
ー
ル
当
た

り
の
大
ま
か
な
総
収
益
は
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
25
万
４
千
円
、
つ
や
姫
が
25

万
円
、
き
ぬ
む
す
め
が
27
万
２
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、

価
格
に
お
い
て
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
必
ず

し
も
優
位
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
状

況
と
認
識
し
て
い
る
。
情
報
提
供
、

分
析
等
行
っ
て
、
適
切
な
品
種
選
択

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
支
援
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
　

雲
南
市
の
脱
炭
素
の
方
向
性
は

理
解
で
き
る
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
財
政
へ
の
影
響
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
又
、
市

が
出
資
し
て
い
る
㈱
う
ん
な
ん
共
創

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
10
年
後
の
売
上
と
従

業
員
数
は
い
く
ら
で
、
そ
の
経
営
や

電
気
料
金
の
安
さ
は
大
丈
夫
か
。

　
　

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
や

蓄
電
池
の
導
入
は
、
※
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業

と
し
て
、
う
ん
な

ん
共
創
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
国
の
補
助

金
や
自
己
資
金
等

に
よ
り
事
業
を
進

め
て
い
る
。
省
エ

ネ
に
関
し
て
も
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
等

で
、
将
来
の
電
気

問答

編
集
後
記

代
の
範
囲
内
で
で
き
る
こ
と
や
、
国

の
補
助
金
を
利
用
し
財
政
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
市
民
や
事
業
所
の
取
組
に
対

し
て
も
国
の
補
助
金
活
用
で
自
己
負

担
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。
う

ん
な
ん
共
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
10
年
後

の
売
上
高
は
、
脱
炭
素
先
行
地
域
選

定
を
前
提
で
約
10
億
円
、
従
業
員
数

10
名
程
度
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
経

営
に
つ
い
て
は
、
市
有
公
共
施
設
の

電
力
切
替
え
と
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
に
よ
り

収
益
は
担
保
さ
れ
て
い
る
。
電
気
料

金
に
つ
い
て
は
、
高
く
な
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
雲
南
市
が
目
指
す
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
負
荷
を

低
減
す
る
」
と
い
う
趣
旨
を
理
解
い

て
い
た
だ
き
お
願
い
を
し
た
い
。
た

だ
し
、
選
択
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も

住
民
で
あ
る
。

※
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
：
電
力
会
社
等
が
、

自
治
体
等
の
施
設
に
太
陽
光
発
電

設
備
等
を
無
償
で
設
置
・
管
理
し
、

そ
こ
で
発
電
し
た
電
気
を
自
治
体

等
が
購
入
す
る
契
約

　
　

廃
食
油
の
高
純
度
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
や
キ
エ
ー
ロ
コ
ン
ポ

ス
ト
に
よ
る
生
ご
み
等
の
減
量
化
は
、

市
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。
又
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
見
え
る
化
が

で
き
な
い
か
。
脱
炭
素
先
行
地
域
に

選
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
影
響
は

あ
る
か
。

　
　

廃
食
油
や
コ
ン
ポ
ス
ト
の
事
業

は
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
市
民
主
体

で
資
源
循
環
が
進
む
こ
と
こ
そ
が
最

大
の
成
果
で
あ
る
。

　

市
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
見
え
る
化
は
困
難
。
市
が
取
り
組

問答

む
事
業
や
市
民
の
行
動
が
変
化
と
し

て
見
え
る
よ
う
に
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
進
め
た
い
。

　

脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
た

場
合
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
温
暖
化
ガ
ス
実
質
ゼ
ロ
）
が
、
２
０

５
０
年
よ
り
前
倒
し
が
で
き
る
が
、

選
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
計

画
通
り
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
目
標
は
変
わ
ら
な

い
。
有
利
な
交
付
金
、
補
助
金
の
活

用
も
模
索
し
、
財
政
負
担
を
極
力
抑

制
し
、
進
め
て
い
く
。

　
　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
へ
の

支
援
は
充
分
行
き
届
い
て
い
る
か
。

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施

設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
一
定
程
度
待

機
者
が
い
る
以
外
は
、
全
体
的
に
充

足
し
て
い
る
状
況
。

　
　

国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
、
被
保

険
者
の
自
己
負
担
増
加
、
要
介
護
１
、

２
認
定
者
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
利
用
負
担
の

導
入
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問答問 　

12
月
定
例
会
中
に
、
脱
炭
素
先
行
地

域
の
選
定
か
ら
外
れ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
先
行
地
域
選
定

に
よ
る
、
５
年
間
で
最
大
50
億
円
の
交

付
は
な
く
な
る
た
め
、
答
弁
に
あ
っ
た

通
り
、
他
の
有
利
な
交
付
金
、
補
助
金

利
用
に
よ
り
、
脱
炭
素
化
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
で
、
雲
南
市
議

会
議
員
と
し
て
の
生
活
が
１
年

を
経
過
し
ま
し
た
。
市
議
会
定

例
会
も
５
回
を
経
験
し
、
至
ら

な
い
点
も
多
々
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
き
た
つ
も
り
で
す
。
何
よ

り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
指
導
を
は
じ
め
、
市
執
行
部

や
職
員
の
皆
様
、
市
会
議
員
の

皆
様
等
、
多
く
の
皆
様
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
、
行
動
も
反
省
し
つ

つ
、「
笑
顔
輝
く　

幸
せ
な
雲
南
」

へ
向
け
て
、
一
歩
一
歩
前
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

廣
野
祐
二

脱
炭
素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

質 問
２

太陽光パネル　
財政負担の少ない脱炭素推進を

介
護
事
業
に
つ
い
て

質 問
３

　
　

自
己
負
担
増
加
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
、
能

力
に
応
じ
て
負
担
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
控
え
に
な
ら
な
い
よ
う
、
国
に
制

度
設
計
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
又
、

総
合
事
業
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
現

状
か
ら
、
総
合
事
業
に
係
る
介
護
報

酬
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。

　
　

介
護
事
業
に
お
い
て
、
雲
南
市

は
年
間
約
８
億
円
の
負
担
金
を
雲
南

広
域
連
合
へ
支
払
っ
て
い
る
。
連
合
長

で
あ
る
市
長
が
、
３
市
町
の
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
も
っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

広
域
連
合
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、

３
市
町
の
意
見
も
尊
重
し
な
が
ら
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
議
論

を
進
め
て
い
く
。

　
　

介
護
事
業
者
の
経
営
状
況
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
か
。
介
護
事
業
者

も
他
産
業
と
同
様
に
、
合
併
等
を
視

野
に
入
れ
た
政
策
誘
導
が
必
要
と
思

う
が
見
解
を
問
う
。

　
　

介
護
事
業
者
の
経
営
が
厳
し
い

こ
と
は
理
解
し
て
お
り
、
国
の
経
済

答問答問答

時代に合った
米の品種選択を

安心できる介護政策を

政
策
を
見
な
が
ら
、
交
付
金
も
活
用

し
た
支
援
の
内
容
を
精
査
中
で
、
検

討
し
た
い
。
又
、
人
材
確
保
・
定
着

支
援
の
検
討
も
含
め
て
支
援
し
た
い
。

　

介
護
分
野
を
含
め
た
福
祉
分
野
に

お
け
る
合
併
や
事
業
譲
渡
、
法
人
連

携
等
に
つ
い
て
、
既
に
国
に
お
い
て

政
策
誘
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
各
法

人
か
ら
個
別
に
意
見
聴
取
し
な
が
ら
、

連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
関
与
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。


